
工 業 
 科目 工業技術基礎 (必修) 

授業時数 ３ 単位 

 機械科 履修学年 １ 学年 

 

目 標 
工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の諸課題を適切に解決することに必

要な基礎的な資質・能力の育成を目指す。 

 

●学習内容 

１学期 ３０時間 ２学期 ４２時間 ３学期 ３３時間 

・旋盤  

(旋盤加工の基礎，基本的操作の 

習得) 

・手仕上げ  

(手仕上げ加工について学ぶ) 

・鍛造  

(丸棒から平たがねの作成，熱処 

理，手仕上げの習得) 

・鋳造  

(鋳造加工の概要の学習，砂型の 

作成，鋳込みの習得) 

・情報  

(PowerPoint，Excelの利用方法 

習得) 

30 ・旋盤  

(旋盤加工の基礎，基本的操作の 

習得) 

・手仕上げ  

(手仕上げ加工について学ぶ) 

・鍛造  

(丸棒から平たがねの作成，熱処 

理，手仕上げの習得) 

・鋳造  

(鋳造加工の概要の学習，砂型の 

作成，鋳込みの習得) 

・情報  

(PowerPoint，Excelの利用方法 

習得) 

42 ・旋盤  

(旋盤加工の基礎，基本的操作の 

習得) 

・手仕上げ  

(手仕上げ加工について学ぶ) 

・鍛造  

(丸棒から平たがねの作成，熱処 

理，手仕上げの習得) 

・鋳造  

(鋳造加工の概要の学習，砂型の 

作成，鋳込みの習得) 

・情報  

(PowerPoint，Excelの利用方法 

習得) 
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教材  授業の進め方 

教科書：「機械実習 1・2」(実教出版) 

「工業技術基礎」(実教出版) 

自主作成教材(プリント) 

 ・考査は行わない。 

・クラスを５つの班に分け，各班で左記の分野を学習する。その際，各班はそ

れぞれ 

の分野の指定された実習を(３×７)×５＝１０５時間行う 

 

●身に付ける能力とそのレベル 

評価の観点 知識・技能(技術) 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用できる 

(できる) 

工業技術について工業のもつ社

会的な意義や役割と人と技術と

の関わりを踏まえて理解すると

ともに，関連する技術を身に付

けている。 

工業技術に関する課題を発見

し，工業に携わる者として科学

的な根拠に基づき工業技術の進

展に対応し解決する力を養う。 

工業技術に関する広い視野をも

つことを目指して自ら学び，工

業の発展に主体的かつ協働的に

取り組む態度を養う。 

習得する 

(わかる) 

工業技術について工業のもつ社

会的な意義や役割と人と技術と

の関わりを踏まえて理解してい

る。 

工業技術に関する課題を発見

し，工業に携わる者として科学

的な根拠に基づき工業技術の進

展に対応し解決する力を身に付

けている。 

工業技術に関する広い視野をも

つことを目指して自ら学び，工

業の発展に協働的に取り組む態

度を養おうとしている。。 

評価方法 レポート・授業観察 レポート・授業観察 レポート・授業観察 

 



単元別 評価規準 

 旋盤 

評価の観点 知識・技能(技術) 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

(できる) 

旋盤加工の基礎，基本的操作の習

得を理解するとともに，工業に携

わる者として必要な基礎的な技

術を身に付けること。 

旋盤加工の基礎，基本的操作の習

得から人と技術と環境との関わ

りに関する課題を見いだすとと

もに解決策を考え，科学的な根拠

に基づき結果を検証し改善する

こと。 

旋盤加工の基礎，基本的操作の

習得から人と技術と環境との関

わりなどについて自ら学び，工

業の発展を図ることに主体的か

つ協働的に取り組むこと。 

習得する 

(わかる) 

旋盤加工の基礎，基本的操作の習

得と環境との関わりについて工

業を取り巻く状況の変化を踏ま

えて理解している。 

旋盤加工の基礎，基本的操作の習

得，人と技術と環境との関わりに

関する課題を見いだすとともに

解決策を考えることができる。 

旋盤加工の基礎，基本的操作の

習得人と技術と環境との関わり

などについて自ら学び，工業の

発展を図ることに協働的に取り

組むことができる。 

 手仕上げ 

評価の観点 知識・技能(技術) 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

(できる) 

手仕上げ加工を理解するととも

に，工業に携わる者として必要な

基礎的な技術を身に付けること。 

手仕上げ加工の習得から人と技

術と環境との関わりに関する課

題を見いだすとともに解決策を

考え，科学的な根拠に基づき結果

を検証し改善すること。 

手仕上げ加工の習得から人と技

術と環境との関わりなどについ

て自ら学び，工業の発展を図る

ことに主体的かつ協働的に取り

組むこと。 

習得する 

(わかる) 

手仕上げ加工の習得との関わり

について工業を取り巻く状況の

変化を踏まえて理解している。 

手仕上げ加工の習得から人と技

術と環境との関わりに関する課

題を見いだすとともに解決策を

考えることができる。 

手仕上げ加工の習得から環境と

の関わりなどについて自ら学

び，工業の発展を図ることに協

働的に取り組むことができる。 

 鍛造 

評価の観点 知識・技能(技術) 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

(できる) 

丸棒から平たがねの作成，熱処

理，手仕上げの習得から工業を取

り巻く状況の変化を踏まえて理

解するとともに，工業に携わる者

として必要な基礎的な技術を身

に付けること。 

丸棒から平たがねの作成，熱処

理，手仕上げの習得から人と技術

と環境との関わりに関する課題

を見いだすとともに解決策を考

え，科学的な根拠に基づき結果を

検証し改善すること。 

丸棒から平たがねの作成，熱処

理，手仕上げの習得から人と技

術と環境との関わりなどについ

て自ら学び，工業の発展を図る

ことに主体的かつ協働的に取り

組むこと。 

習得する 

(わかる) 

丸棒から平たがねの作成，熱処

理，手仕上げの習得から工業を取

り巻く状況の変化を踏まえて理

解している。 

丸棒から平たがねの作成，熱処

理，手仕上げの習得からと技術と

環境との関わりに関する課題を

見いだすとともに解決策を考え

ることができる。 

丸棒から平たがねの作成，熱処

理，手仕上げの習得から人と技

術と環境との関わりなどについ

て自ら学び，工業の発展を図る

ことに協働的に取り組むことが

できる。 

 鋳造 

評価の観点 知識・技能(技術) 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

(できる) 

鋳造加工の概要の学習，砂型の作

成，鋳込みの習得から工業を取り

巻く状況の変化を踏まえて理解

するとともに，工業に携わる者と

して必要な基礎的な技術を身に

付けること。 

鋳造加工の概要の学習，砂型の作

成，鋳込みの習得から人と技術と

環境との関わりに関する課題を

見いだすとともに解決策を考え，

科学的な根拠に基づき結果を検

証し改善すること。 

鋳造加工の概要の学習，砂型の

作成，鋳込みの習得から人と技

術と環境との関わりなどについ

て自ら学び，工業の発展を図る

ことに主体的かつ協働的に取り

組むこと。 

習得する 

(わかる) 

鋳造加工の概要の学習，砂型の作

成，鋳込みの習得から工業を取り

巻く状況の変化を踏まえて理解

している。 

鋳造加工の概要の学習，砂型の作

成，鋳込みの習得から人と技術と

環境との関わりに関する課題を

見いだすとともに解決策を考え

ることができる。 

鋳造加工の概要の学習，砂型の

作成，鋳込みの習得から人と技

術と環境との関わりなどについ

て自ら学び，工業の発展を図る

ことに協働的に取り組むことが

できる。 

 情報 

評価の観点 知識・技能(技術) 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

(できる) 

PowerPoint，Excelの利用方法習

得を行い理解するとともに，工業

に携わる者として必要な基礎的

な技術を身に付けること。 

PowerPoint，Excelの利用方法習

得を行い，人と技術と環境との関

わりに関する課題を見いだすと

ともに解決策を考え，科学的な根

拠に基づき結果を検証し改善す

ること。 

PowerPoint，Excelの利用方法習

得を行い，人と技術と環境との

関わりなどについて自ら学び，

工業の発展を図ることに主体的

かつ協働的に取り組むこと。 

習得する 

(わかる) 

PowerPoint，Excelの利用方法習

得を行い，工業を取り巻く状況の

変化を踏まえて理解している。 

PowerPoint，Excelの利用方法習

得を行い，人と技術と環境との関

わりに関する課題を見いだすと

ともに解決策を考えることがで

きる。 

PowerPoint，Excelの利用方法習

得を行い，人と技術と環境との

関わりなどについて自ら学び，

工業の発展を図ることに協働的

に取り組むことができる。 
 


